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モノづくりの心50年、広げていこう世界へ、伝えていこう未来へ。

　9月6日㈭ANAクラウンプラザホテル金沢において、谷本知事

及び県商工労働部幹部の方々をお招きし、菱沼会長をはじめ協会

の役員並びに各地域・業種の代表 64名が一堂にし、業界振興懇

談会を開催しました。菱沼会長、谷本知事の挨拶の後、代表2名

の方々より業界が直面する課題を知事に説明要望し、それぞれに

詳細な見解をいただきました。

　なお、懇談会に先立ち、野村證券㈱金沢支店長 千葉博之 氏と、同社 金融公共公益法人部主任研究員 和
田理都子 氏を講師にお招きし、ご講演いただきました。

〈菱沼会長あいさつ要旨〉
　最近のトランプ政権の「貿易戦争」が世界経済の先行きを不透明にしているなか、

我が国の経済は幸いにも製造業を中心に順調に回復し、戦後第2位の「いざなぎ景気」

を超える状況が続いています。

　私ども業界の景気動向をみましても、直近のDI 調査が示すとおり、売上高、収益

状況、来期受注が一昨年秋から増加を続けております。一方で、人材の確保が極めて

難しいという状況が顕在化していることに加え、国における「働き方改革」の進展に

伴い、雇用の環境が大きく変化する中で、生産性を向上し、強い産業基盤を構築することが製造業に限らず、

企業が生き残る大きなポイントであると思います。

　このような状況下におきまして、県行政の力強いご支援をいただきながら、これからも我々モノづくり業

界が継続・安定して成長することにより、地元・地域の発展に尽力していきたいと考えております。

〈谷本知事あいさつ要旨〉
　鉄工機電協会は、本県の製造品出荷額の約七割を占める県下最大の業界団体であ

り、これからも本県経済の牽引役としての面目を発揮し続けていただきたいと思いま

す。最近の本県経済はかつてない勢いがあると言われており、日銀金沢支店も北陸は

昨年12月より 8か月連続で「景気が拡大している」と東海と並び最高レベルの判断

を示しています。製造品出荷額の伸びを見ても、石川県の企業の伸びが全国を大きく

上回り、中小企業の製造業だけに限ってみると、この差はさらにはっきりと出ており、

とりわけ製造業の皆様の活躍がその勢いを支えているということがわかります。

　鉄工機電協会の皆様は石川の元気の源でありますので、県としても皆様方の要望に真摯に耳を傾け、積極

的に各種施策に取り組み、支援して参りたいと考えております。

平成30年度
　業界振興懇談会（第20回）開催
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MEX金沢（機械工業見本市）の開催支援について

� 総務委員会委員長　明石　　巖 氏（㈱明石合銅代表取締役会長）
（一点目）MEX金沢は、今年度過去最高となる223社が出展しており、現在の
景気動向が続くと出展スペースの確保などに対応できないことが想定される。県
産業展示館が、東京、大阪、名古屋で開催される展示会に次ぐ規模の展示会場と
して、今後も本県産業の発信拠点としての地位を確保する施策を望む。
（二点目）MEX金沢開催期間中に地元の学生をはじめ関東および関西から県内出身の学生を招き、本
県ものづくり産業について理解を深めてもらう事業を新たに検討しており、ご支援をお願いしたい。
知事（答弁要旨）……
（一点目）今年は首都圏からの出展が70社近くあり、ローカルな機械工業見本市から日本の一角を
占める様な見本市に大変身を遂げようとしている途上にあるのではないか。産業展示館は40年以上
経ち、老朽化している為いずれは建替えを検討していく必要があるが、他団体の利用率や石川県の財
政体力等、様々な事を考慮して工夫していかなければならない。
（二点目）人手不足の中、MEX開催期間中に県内外の学生を対象にイベントをするのは素晴らしいこ
と。百聞は一見に如かずで、どれだけ言葉で説明するよりも実際に実物を見てもらうことで理解をし
てもらえるのではないか。ILACを通じて全面的に支援したい。

人材確保（外国人技能実習生）に係る諸施策の充実について

� 人材育成委員会委員長　岩本　博之 氏（岩本工業㈱代表取締役会長）
（一点目）UI ターン人材確保のための高度専門人材獲得支援事業や県内大学と連
携した地元企業への定着促進などについて、特に高度専門人材確保支援事業は活
用する会員企業が多い。今後もこうした積極的な取り組みをお願いしたい。
（二点目）外国人受け入れの側面支援として、外国人技能実習生の申請手続きや生活
指導活動など、受け入れ企業の負担軽減を図る、新たな支援策の検討をお願いしたい。
知事（答弁要旨）……
（一点目）まずは県内の高校を卒業し県外大学に進学した学生達に対し、毎月石川県の情報を送付、県内企
業とのマッチングの場をセットすることでUターンしてもらえるよう働きかけていくことが重要と考える。
　もう一つは高度専門人材獲得支援事業による人材誘致。これは他県との競争にはなるが、これだけ
の人手不足の状況ではやむを得ない。また、女性・高齢者対象に研修等の費用を国から支援いただき、
県として「人材確保育成支援プロジェクト」を現在実施している。
（二点目）外国人実習生については本音と建て前の乖離を縮めていく必要がある。建て前上は開発途
上国に対する国際貢献であるが、実態は人手不足の解消で実習生を受け入れざるを得ない状況であ
る。この実態を踏まえ政府側もこれから新しい在留資格制度の検討を始めるが、現場のニーズに合っ
ているか、手間ひまのかからないような制度になっているか、皆様現場のご意見をいただいて国に対
して意見を出していくことが重要である。

金融市場の動向� 千葉　博之 氏（野村證券㈱金沢支店長）

　現在株価の変動率は大変大きくなっているが、今は持ち直し局面にある。ドル円相場は2018年に
入り、米国の保護主義政策など、政治の不透明さがリスク回避的な円高を誘発したが、その後は1ド
ル =110円前後に戻しており、年末まで横ばい圏での推移を予想。日本企業の業績は、米中貿易摩
擦の懸念が残るものの、ドル円レートが期初想定よりも円安水準で推移していること、米国経済が年
初の足踏み状態を脱したことなどから、製造業を中心に上方修正されており、これらを受けて株価も
23,000円の壁超えや年初来高値（24,129円）へ向けた動きが期待される。

業界振興懇談会講演より

業界振興懇談会要望内容
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国際講演会

開催日：平成30年7月18日㈬

会　場：金沢東急ホテル

テーマ：トランプ政権2年目の評価と今後の見通し

講　師：秋山　士郎 氏（ジェトロ海外調査部米州課課長）

参加者：48名

　各国が動向を注目している就任2年目を迎えたトランプ大統

領の政策と世界経済への影響について、ジェトロ海外調査部米

州課の秋山課長から講演いただきました。

　トランプ政権は「税制改革」「規制緩和」「通商政策」の3本柱で政策を進めているが、2年目は「通

商政策」に取り組んでおり、特に中国との貿易摩擦は長期戦になる可能性が高く対策を講じた方が良

いと話されました。また、11月にアメリカ議会の中間選挙が行われますが、トランプ大統領の米国

内での評価は高いとのことでした。

医療介護支援機器セミナー

開催日：平成30年9月12日㈬

会　場：石川県鉄工会館

演　題：介護福祉用メカトロニクス機器の開発について

　　　　～新規参入へのポイント、現場でのニーズ紹介～

講　師：�原口　真 氏（福井工業大学機械工学科准教授・工学

博士）

参加者：30名

　世界銀行2018年の発表によると65歳超の人口比率は日本

が1位で27％（2位はイタリア23％）、15歳未満の人口比

率においても日本が最下位から2番目（最下位は香港）で、世界一の少子高齢化国「日本」は介護機

器の実証実験の場として世界に先駆けて試されることになってきています。介護福祉機器開発は産業

界として今後取り組む大きな課題であることは間違いなく、国の取り組みもさることながら地域の特

性やコストメリットを活かした製品開発が大切です。開発製品は高齢者に向けた全介助機器ではなく

半介助機器とし、高齢者の機能向上をはかることがポイントではと強調されました。

協会トピックス

人口2/3激減時代の到来と「新」成長戦略
� 和田理都子 氏（野村證券㈱金融公共公益法人部　主任研究員）

　今この国で最も大きく変化しているのは人口であり人口2/3 激減時代が到来。明治維新という技
術革新による1人当たり生産性が劇的に上がっていったことをきっかけに約3倍の人口増になった
が、1990年に入り人口成長が止まると日本経済も成長が止まった。2010年1億2806万人の人口
が2115年には5056万人と21世紀を通じて7750万人を失うと予測される。石川県の労働者数に
おいては2015年と比較し2045年には▲27%の約16万人を失うと予測され、女性、高齢者の労
働参加率が全国平均よりも高い石川において16万人分の総生産を補うには、①外国人をどれだけ労
働力として取り込むことができるか、②第4次生産革命・AIへの投資により一人当たりの生産性をい
かに上げていけるか、この2つが石川県の成長を導くものとなる「新」成長戦略と考える。
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●小学生のモノづくりサマースクール

　小学生を対象にした工場見学会とモノづくり体験教室を開催

しました。工場見学した津田駒工業㈱では繊維機械を、サン・

プラント工業㈱では食品加工機械を、サンテック㈱では部品加

工、㈱タキノ工業所では精密板金加工を、コマニー㈱ではパー

テーションの製造工程を見学しました。また、体験教室として、

スクリーン版画・木工作・電子オルゴール等を製作し、4地区

で130名を超える子供達がモノづくりの楽しさを学びました。

●中学生のモノづくり企業見学会

　中学生に工業系高校への進学を促すことを目的に平成28年度

より実施している、中学生とその保護者及び教員を対象としたモ

ノづくり企業見学会を開催しました。

　8月 8日㈬、㈱北都鉄工では、参加者20名が橋梁やクレー

ンがどのように作られているか設計担当者よりお話いただいた

後、工場で実際に加工している様子を見学し、生徒5名が北都

鉄工のユニフォームを着用し溶接の体験をしたほか、参加者全員がドローン操作を行いました。

　生徒から「クレーンを使った仕事に興味をもった」「一つの橋がかかるまでには高い技術と大変な

作業があることを知り、今後は感謝して渡りたい」「3D画像やドローンなどを用いて工夫している

のがすごい」などの感想が寄せられました。

●高校生のモノづくり企業見学会

　平成8年から継続して行われている工業系高校生を対象とし

た工場見学会が、石川県立工業高校、石川県立小松工業高校、

石川県立大聖寺実業高校の３校で開催されました。今年度は計

７校で開催される予定です。

　また、工業系高校関連の事業として「ものづくり講演会」や

「モノづくり企業＆工業系高校教員との懇談会」「優良卒業生等

の表彰」などの開催を予定しています。

産業人材の総合的育成・確保のため、また、モノづくりに興味をもってもらえる
よう小学生・中学生・高校生を対象に工場見学会等を開催

月　日 地区／人数 見学先 体験教室

8月1日㈬ 金沢／26名 津田駒工業㈱ 金沢湯涌創作の森

2日㈭ 加賀／38名 サン・プラント工業㈱ ポリテクセンター石川

8日㈬ 七尾／38名 サンテック㈱
㈱タキノ工業所 石川職業能力開発短期大学校

9日㈭ 小松／31名 コマニー㈱ 小松産業技術専門校

開催日 学校名 見学先

  6月  6日㈬ 県立工業高校 県鉄工団地㈿、㈱アクトリー、澁谷工業㈱

  7月10日㈫ 小松工業高校 ㈱トランテックス、白山総合車両所

  9月26日㈬ 大聖寺実業高校 ジェイ・バス㈱、㈱ソディック

10月11日㈭ 金沢北陵高校 ㈱PFU、㈱石川可鍛製鉄

11月28日㈬ 市立工業高校 県鉄工団地㈿、旭丘団地㈿

H31年1月 七尾東雲高校 未定

    〃　2月 羽咋工業高校 未定
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開催日：平成30年9月10日㈪～16日㈰

視察先：シカゴ（ジェトロ・シカゴ事務所、CAM CRAFT、IMTS2018）

　　　　デトロイト（GAGE BILT、フォードミュージアム）

参加者：10名（団長：山本洋志国際委員長（アサヒ裝設㈱代表取締役））

　IMTS2018（シカゴショー）開催に併せ、海外経済視察としては

24年ぶりに北米（シカゴ・デトロイト）を訪問しました。

　デトロイトのGAGE BILTは1956年創業で自動車、飛行機、船等の鋼板をリベット等で止める際

のかしめ機を生産し、用途に合わせて90種類を製造しており、国内外に販売しているとのことでし

た。また、シカゴで訪問した精密部品加工のCAM CRAFTは1950年創業で従業員数300名の大き

な工場でしたが、清掃を徹底しているとのことで工場内はとてもきれいでした。シカゴも人材不足が

問題になっており、解消させるための工夫として小学3年生から「大学以外の選択肢がある」という

ことを教えているそうです。

開催日：平成30年9月21日㈮

会　場：金沢東急ホテル

演題／講師：「ロボット等を利用した自動化の動向」

　　　　　　小平　紀生 氏（（一社）日本ロボット工業会システム

　　　　　　エンジニアリング部会長三菱電機㈱機器事業部主席技監）

　　　　　　「製造業における自動化・ロボット化の事例紹介」

　　　　　　須田　泰行 氏（（一社）日本ロボット工業会技術部）

参加者：63名

　近年の人手不足・労働人口の減少を背景に、いかに生産性を向上するかが急務であり、IoTやロボッ

トを利用した自動化・省力化の促進が求められています。自社の生産性向上と新たな産業分野開拓の

ため発足するロボット利用等による自動化・省力化に係る情報を提供する勉強会のキックオフを兼ね

てセミナーを開催しました。

　（一社）日本ロボット工業会より講師を迎え、産業用ロボット等自動化機器導入に向けた状況や導入

事例を紹介いただきました。

海外経済視察レポート〈北米（シカゴ・デトロイト）〉

自動・省力化推進セミナー

開催日：平成30年9月18日㈫～19日㈬

視察先：OKK㈱、甲南電機㈱

参加者：18名

　OKK㈱は「重切削、高剛性の百年品質」をスローガンに自動車、

航空機から家電、PCなど各種部品の加工現場で活躍する工作機械の

企画、開発、製造、販売を一貫して行っており、工作機械は高剛性で

評価されています。

　また、甲南電機㈱は住宅街の真只中に立地していますが、メリットは団地内に工場があるのでパー

トの採用が容易で勤務年数も長期に亘り、組立では正社員と同等な仕事をこなしています。製品の強

みは「丈夫な製品」で、過酷な状況で使用されても20～ 30年前の部品がオーバーホールで返って

きて、メンテナンスの徹底が長期間使っていただいている要因とのことでした。

MOT先進工場見学会（兵庫県）
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概況総括：『引き続き好調を持続しているが、人手不足により生産がおいついていない状況が伺える』

【調査概要】

1．今期（平成30年 7-9 月期）の業況調査DI12 項目では、プラスDI は、「売上高」23.0（前回

24.1）「受注単価販売価格」12.3（前回11.3）、「収益状況」8.8（前回10.2）、「資金繰り」4.6

（前回 10.9）「取引条件」3.1（前回 3.8）「操業率」38.2（前回 29.6）、「受注残」19.0（前回

16.3）「生産設備」26.8（前回 28.6）、「来期受注」28.4（前回 27.7）、「来期採算」12.7（前

回10.9）「来期資金繰り」10.2（前回8.7）の11項目（前回11項目）となった。

2．現在の経営状況を示す「売上高」から「生産設備」までの9項目では、

　⑴　景況感を端的に表す「売上高」23.0（前回24.1）と、台風などの災害の影響があるものの依

　然として高水準で横ばいの傾向にあり、忙しい状況が続いている。

　　　一方、「原材料単価」は▲61.5（前回▲63.4）と上昇傾向にある。

　⑵　現場の繁忙さを表す指標では、「操業率」38.2（前回29.6）、「受注残」19.0（前回16.3）「生

　産設備」26.8（前回 28.6）とさらに忙しい状況が続いており、残業等での対応が増えている。

　　引き続き人員確保が急務であり、ロボット等による生産設備の自動化・省力化対策が求められ

　る。

3．来期については、「来期受注」28.4（前回27.7）、「来期採算」12.7（前回10.9）、「来期資金繰り」

10.2（前回8.7）と引き続きの好調さが伺える。

4．「企業経営上の悩み」については、「人材不足」が51.0（前回50.6）と微増となり、依然として

人手不足の深刻化が止まらない状況である。

5．今回の調査では、引き続き全ての項目が順調に推移しており、好調を持続している。建設機械や

工作機械等が特に牽引している。

　　しかしながら、相変わらず人手不足の深刻化が止まらず、現人員の育成を図るとともに、女性や

高齢者、外国人実習生等の人手確保やロボット等の自動化・省力化設備の導入などが喫緊の課題と

なっているほか、働き方改革への対応が必要となってきている。

　　来期については、米国と中国による貿易戦争の影響に留意する必要があるが、引き続き好調を持

続すると考えられる。

DI調査結果（平成30年7－9月期）
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開催日 内　容

会　　　議
11月 7 日㈬ 総務委員会
11月29日㈭ 広報・情報委員会
12月13日㈭ 環境委員会
1 月24日㈭ 正副会長会議、理事会

行　　　事
10月10日㈬～11日㈭ 先進地域企業見学会（京都府、滋賀県）
10月11日㈭～13日㈯ METALEX VIETNAM2018へ出展（ベトナム・ホーチミン）
10月17日㈬～19日㈮ 環境委員会視察会（岩手県）
10月25日㈭～26日㈮ 北陸技術交流テクノフェア2018へ出展（福井県）
11月 1 日㈭～ 2 日㈮ Matching HUB Kanazawa2018へ出展（金沢市）
11月13日㈫～14日㈬ 江蘇省・石川県連携　商談・技術交流会（中国・蘇州市）
11月23日㈮ 第2回タイ・AECビジネス促進部会（タイ・バンコク）
11月27日㈫ 第54回従業員功労者・永年勤続者表彰式
12月 5 日㈬ 工業系高校教員＆モノづくり企業との懇談会
1 月24日㈭ 平成31年新年会員懇親会
2 月19日㈫ 工業系高校優良卒業生表彰式

平成30年度　協会スケジュール（予定）のご案内

　8月28日㈫に10名が参加し、「次世代経営者育成講座」を

ライオンパワー㈱で開催し、代表取締役　高瀬敬士朗 氏に「働

き方改革・人材不足への対応」と題して講演いただき、工場見

学も行いました。

　また、「企業間連携による一貫生産体制の構築」事業で「金

箔裁断機の開発」を進めてきましたが、8月 24日㈮に安江金

箔工芸館で開催された金沢箔技術振興研究所の報告会で試作機がお披露目されました。㈱ DAISEが

製作した裁断機は熟練の手作業工程を自動化したもので、これから改良を加えて今年度中の実用化を

目指します。なお、10月1日㈪開催の青年部会研修会において成果発表を行います。

青年部会だより

平成30年度　研修スケジュール（予定）のご案内
〇きでんスク―ル

開催日 テ―マ 受講料 定員
10月12日㈮ 生産現場への自動化機器導入の考え方 3,000 30
11月16日㈮ 品質管理 3,000 30
11月30日㈮ 製造現場で進めるコスト改善 3,000 30
12月14日㈮ 生産管理 3,000 30
1 月18日㈮ ムダの発掘と改善 3,000 30
2 月15日㈮ ヒューマンエラーとポカミス対策 3,000 30
3 月15日㈮ ネクストリーダー研修 3,000 30

〇技能継承スクール
開催日 テ―マ 受講料 定員

10月23日㈫～24日㈬ 生産現場の計測器管理実践 4,000 10
11月14日㈬～16日㈮ 機械加工部品の測定・検査技術 5,000 12

ホームページでもご覧いただけます。URL：http://www.tekkokiden.or.jp
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◆井上理事が金沢市経済活動賞を受賞

　「平成30年度金沢市経済活動賞」に当協会理事の井上 英一郎 氏（金沢機工㈱代表取締役社長）が

選ばれました。

　井上氏は、機械部品・工作機械を扱う専門商社として質の高いサービス提供に取り組み、機械・金

属・繊維産業の振興に貢献されました。

会員情報　平成30年9月18日までにお寄せいただいた内容を掲載しています。

◆代表者の変更

組合名 新理事長
石川県金型工業㈿ 鈴木信孝
石川県精密工業㈿ 中村俊介
石川県溶接工業㈿ 山上　郁
示野機器工場団地㈿ 塚本敏明

社名 新代表者
アイナックス稲本㈱ 柳川真一
THK㈱金沢支店 宮本順司
北陸計器工業㈱ 柳森幹男
明和工業㈱ 上野孝正

◆拠点名の変更

新名称 旧名称
轟産業㈱金沢支社 轟産業㈱金沢支店

◆住所変更

社名 新住所 TEL/FAX
㈱サンキ工業 白山市横江町1070-1 076-227-8514/076-227-8513
㈱白山 金沢市鞍月2-2 076-255-2875/076-255-3495

◆平成30年度グッド石川ブランド製品に会員企業が認定

　県内中小企業が開発、改良した優良製品の販路開拓を支援する「石川ブランド製品」のうち、新規

性や技術の独自性の面からブランド化を期待できる「グッド石川ブランド」に次の会員が選ばれました。

◆国際協力機構（JICA）の「中小企業海外展開支援事業」に会員企業が採択

　「中小企業海外展開支援事業」は、日本の中小企業がもつ製品・技術を開発途上国への適用可能性

に係る調査・事業を通じ、中小企業の海外展開と途上国が抱える様々な課題の解決を目指すためのも

ので、石川県から会員企業1社が採択されました。

●協会ホームページ
http://www.tekkokiden.or.jp

●金沢港ビジネス情報サイト
http://www.knz-port.jp/

●MEX金沢
http://www.tekkokiden.or.jp/mex

ホームページのご紹介

企業名 製品名等

岩本工業㈱ 切削液自動供給装置クーラントサーバー「楽～ラント」

企業名 対象国 内容

㈱北菱 マレーシア 下水道維持管理ロボットによる下水道管路の維持管理案件化調査
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